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本学•香美キャンパスのほど近くに位置する、過疎高齢化が進む香美市土佐山田

町佐岡地区。自然豊かなこの地域をフィールドに、幅広い分野の研究者が集まり、

平成26(2014) 年新たなプロジェクトが始動した。それが、現代の科学技術を中山

間地域に実装し、豊かなコミュニティの構築をめざす「里山プロジェクト」だ。

地域連携機構、システム工学群、環境理工学群、情報学群などから多くの研究者

が参画している同プロジェクトの進捗状況や展望について、発起人である高木

方隆先生に話をうかがった。

多様 な研究者が集まることで、里山の未来が拓ける

国土情報処理工学を専門とする高木先生は、研究活動を通して多様な分野
の研究者たちと中山間地域に通ううちに、 「それぞれの研究者が持つ知見が、ま
とまった形で社会に還元されていないことが気になり始めた」と言う。
「山を歩いていても、見渡す限り管理されていない人工林で覆われ、耕作放棄地
も増えている。地域の活性化だけでなく、幅広い知見を持って、‘‘地域の自然を
利活用する"ことを本気で考える時期に来ているんじゃないかと感じました」

そこで佐岡地区にある古民家を拠点に、歴史、防災、古民家再生、道路整備な
どのグループに分かれ、研究者と学生たちが各専門性を生かしたテ ーマで研究
活動をスタート。本学の保有する科学技術を駆使して、里山を維持管理する仕
組みをつくることが長期的な展望だ。
「あらゆる分野の研究者が同じフィールドで大きな課題に取り組むことで、さま
ざまな知見がその地域に集積します。それこそ、新しい 価値の創出につながる
と思うんです」

この活動に参加できる学生は、4年生以上という条件がある。それは 「しっか
リと専門性を身につけた状態で関わってほしい」という高木先生の思いからだ。
「学生たちにとっては、自分が学んだことをフィ ールドで生かすというのが大き
なテーマになリます。それが他の地域活動との違いです」

新しい学問「里山工学」を構築し、
知識や技術をあらゆる地域で生かしたい

「里山プロジェクト」における高木先生自身の研究テ ーマは、佐岡地区の
自然環境情報や歴史民俗情報のデータベースを整備し、地域環境の特徴

ゴ戸 を浮き彫りにすることで、“究極の土地利用計画＇を作成すること。
「災害を防ぐことよりも;.1ありのままの自然を受け入れることを大切にした
いんです。防災のためにお金をかけて土木施設をつくるのではなく、災害

によって更地になったとしても、そこからまた新たな地盤を築いていけばいい。
究極の防災は里山再生にあるのではないかと考えています」

このプロジェクトが進展すれば、佐岡地区は優れた防災力を獲得し、より安心
して住み続けられる場所となるはずだ。
「 日射星や降水塁が多く、農作物の栽培に適した地域だからこそ、災害時でも
最低限の備蓄をしておけば自給自足でしのげるという環境をつくリたい。ゆく
ゆくは高知を『里山先進県』として広めていきたいですね」

そして、将来的には 「里山工学という学問を構築したい」と夢は広がっている。
「里山のすばらしさがまとめられた『里山学』という学問はすでにありますが、里
山をどう維持管理して、つくっていくのかという視点で書かれている教科書はま
だありません。『里山工学』という学問を立ち上げて、里山をつくる知識や技術
を一般化し、さまざまな地域で生かせるようにしていきたいと思っています」
「このフィ ールドで活動したいという研究者は大歓迎」と言う高木先生。今後も
里山を生かす研究テ ーマはどんどん増えていきそうだ。

「凰山ブロジェクト」で進行中の主な取り繍み

香美市の過疎村落にある金峯神社の再建ブロジェクト（濃辺葡員灌敏授）

金峯神社周辺蜻盤の安定性評価（大内雅博敏授ほか）

嬉煽交濡をめざした古民憲の改修計圃（言1B詈准教授ほか）

香美市中山閏嬉鑢にある古民家闇辺の山林の現況と変遷（濾辺葡員准徽授ほか）
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佐閾地区にある金峯神社再建プロジェクト
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システム工学群渡辺菊直准教授

傷みの激しい金峯神社の社殿。平成27
(2015)年の 大雨で社殿は左に大きく
傾き、正面の扉も開かな いという状況
で倒壊の危機にあった。このことは 、内
部にある神殿の倒壊や神殿内部のご
神体の損傷にも直結するため 、早期救
済が望まれていた。

+ 

ご神体 を 一時的に安置し、神様を拝む
ために建てられた「里の拝殿」に続き、
社地の空地に設置された「森の本殿」。
中には神殿が納められている。社地の
整偏後は旧社殿の位證に移動させる
ためキャスタ ーが付いており、通称「山
車社殿」と呼ばれている。
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「里の拝殿」の完成を機に、平成28
., 置 (2016)年11月「秋の例祭」が復活。氏

子や1日氏子、その家族、関わった学生
など50名が参列した。鋼管パイプの 建
物ながらも 、氏子、I日氏子ともに、‘‘生き
た社殿"がここにあることをとても喜

1-�-; び懐かしんで いたという。'" 

「忘知県知事賞」のほか、国内外で数々の賞を受賞！

渡辺先生と研究室の学生たちによる建設作品『分割
造替金峯神社一里の拝殿森の本殿遥かな聖山一』は、
高知県の地域と環境に根ざした作品を称える 「第5回
高知県建築文化賞」の 「高知県知事賞（最優秀賞）」に選
ばれた。また本作品は、過去 に
161カ国の建築家や学生が参
加 し て き たポ ー タルサイ ト
「 Wor ld Architecture 
Community 23cycle」の中で、
実現した建築 に贈られる賞な
ども受賞し、世界的に評価され
ている。
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先生と学生の共同作業で安価な材料による自力建設を実現

「里山プロジェクト」の中で最初に成果をあげた活動が、渡辺
菊員先生と研究室の学生たちが取り組んできた佐岡地区にある
金峯神社の再建だ。過疎化の中で、氏子は一戸を残すのみ。おま
けに社殿は傾き、倒壊の危機にさらされていた。神社仏閣の建
築に造詣の深い渡辺先生は、緊急事態に陥った社殿を再建し、
氏神として復活•維持していくことをめざして、すぐに取り組みを
始動した。

氏子は一戸のみという状況に加え、予算はほぼなかったため、
高度な補修は断念し、自力で建築・維持できる工法を採用した。
これについて、渡辺先生はこう話す。
「まずは傾いた社殿内にある神殿とご神体を救出することを第
ーに考え、それらを安置できる建物をつくることから始めまし
た。安価な材料で自作できるエ法として、鋼管パイプで建物の骨
組みをつくり、屋根を木材で被覆するという方法を採りました」

こうして研究拠点となる古民家周辺の平地に、わずか 一週間
で完成させたのが 「里の拝殿」だ。 ここに神殿とご神体を納めて
一件落着、と思いきや、神殿が想像以上の重さで運ぶことを断
念。こ神体だけを移動して拝殿に安置させたが、社殿内に神殿
が置き去リになったため、それを救出して保管する場所を設ける
ことが急務となった。

そこで社地の空き地に、 「里の拝殿」と同じ形態にキャスターを
取り付けた移動式の 「森の本殿」を建設し、社殿内の神殿を水平
移動させて納めることに成功。一年の月日をかけて、開かずの社
殿に納まっていたご神体と神殿を救出することができた。

今後は部分的に崩壊しつつある社地を整備した後、 「森の本
殿」を社殿があった場所に移動すれば、この取り組みは晴れて
ゴールを迎える。

神様を拝む「里の拝殿」と神殿を納める「森の本殿」
今の時代に合わせた合理的な“分割”造替

「里の拝殿」と 「森の本殿」は、"神社＝伝統建築”という固定
概念を覆したユニークな構法が特徴だ。
「地元の方々は、見慣れないカタチに抵抗があるんじゃないか
と不安に思っていましたが、『立派なものができてよかった』と
いう喜びの声が多く、ホッとしました」

一つの大きな社殿が二つの建物に分かれたことは、偶然に
よるものだったが、 「これは理に適った結果だと考えていま
す」と渡辺先生は言う。
「過疎高齢化が進む中山間地域で、大きな社殿を維持するこ
とは困難であり、また社殿は山奥にあることが多く、高齢者は
足を運ぶことが難しくなります。そのため、人が神様を拝むた
めの拝殿と神様を安置する神殿を分けて、拝殿は人がアクセ
スしやすい ‘‘里"に、神殿は元々あった山腹の社殿の ‘‘森"に置け
ば維持管理がしやすく、継続性を保つ手法として理想的と言
えます」

「里の拝殿」の完成後、氏子やこの地区を離れた旧氏子とそ
の家族、関わった学生などが集まリ、10数年ぶリに秋の例祭
が行われ、神社だけでなく、文化も復活した。 「こうして地元の
人たちの信頼を得ることができ、『里山プロジェクト』の幸先
のいいスタートを飾ることができました」と渡辺先生。今の時
代と地域の特性に合わせた金峯神社の柔軟な再建手法は、同
様の問題が生じ得る中山間地域のモデルとなりそうだ。
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